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The relationship manipulation of eating tools and postural control




























生，男性 10 名（平均年齢 21.8 ± 2.7 歳），女性 11 名


































































　21 名中 16 名は，時間経過とともに左方向に小さく
動揺しながら緩やかに重心移動していた（有意差あり
P<0.05）．前期は 0.11 ± 0.53㎝，中期は 0.32 ± 0.79
㎝，後期は 0.36 ± 0.88㎝左へ移動していた（図 3）．
5名の対象者は，前期で右方向へ重心移動（0.14 ± 0.05
㎝）を示すとそれ以降大きく重心移動をすることはな
かった（中期 0.16 ± 0.03㎝　後期 0.19 ± 0.15㎝）．
（２）課題Ⅱ
　21 名中 18 名が，左方向への重心移動を前期から示
した（有意差あり P<0.05）．前期は 0.56 ± 0.36㎝，中



















　21 名中 18 名が前方への重心移動を示し，３名が後
方へ重心が移動した．前期 0.30 ± 0.65㎝，中期 0.36





前期は 0.23 ± 0.38cm，中期は 0.29 ± 0.44cm，後期
















　こぼれた小豆は，課題Ⅰ 13.7 ± 11.1 個，課題Ⅱ





　皿に残った小豆数は，課題Ⅰ 10.5 ± 15.8 個，課題
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